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9月30日現在 （ ）内は前回比、男23,991 (+14）女26,753(- 6）計50,744(+ 8）世帯17 , 965 (+ 11) 

驚驚黒 No.914 人口と世帯 

激
動
の
半
世記
を
 

支
え
て
く
れて
あ
う
が
と
う
！
 

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
 

平
成
十
年
度
市
合
同
金
婚
式
 ＋

月
ニ
十
三
日
、
市
中
央
公
民
館
で
市
合
同
金
婚
式
が
行
わ
れ
結
婚
五
＋
年

を
迎
え
ら
れ
た
六
十
九
組
の
ご
夫
婦
を
祝
福
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
成
田
市
長
が
「
市
政
施
行
以
来
の
激
動
の
半
世

紀
を
支
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
 一
人
ひ
と
り
に

顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
外
崎
清
三
さ
ん

・
ヤ
エ
さ
ん
ご
夫
婦
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
今
致

さ
ん

・
ミ
ツ
さ
ん
ご
夫
婦
が
「
結
婚
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
昭
和
ニ
十
一一
一

年
に
結
婚
し
て
か
ら
今
ま
で
の
思
い
出
を
語
り
出
席
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
て

い
ま
し
た
。
 

式
典
後
、
昼
食
会
と
な
り琴
や
尺
八
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ長
寿
を
お互
い

に
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
（
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
本
文
ニ
ペ
ー
ジに
掲
載
）
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金
婚
式
受
賞
者
氏
名
（
順
不
同敬
称
略
）
 

・

今
致
・
ミ
ツ
（高
野
）
・
木
村
秀
夫
 

・

テ
ェ
子
（
布
屋
町）
・
小
田桐
又
蔵
 

・

フ
ミ
エ
（
元
町）
・
葛
西
富
蔵
・
ミ

サ
（
柳
町）
・
藤
田末
四
郎
・
初
江
（
柳

町
）
・
今
栄蔵
・
喜代
（
元
町
）
・
前

田
具
一
・
フサ
子
（
田
町）
・
外
崎
清

三
・
ヤ
エ
（
長
橋
）
・
野宮
喜
代
夫

・

ふ
み
裏
（
本
町）
・
成
田柾
一
・
き
ぬ
 

（
下
平
井
町）
・
清
野兼
次
郎
・
ュ
キ
 

（
中
平
井
町）
・
一
戸
清
成
・
トメ
（
中

平
井
町
）
・
斎
藤
秀
司

・
リ
セ
（
鎌
谷

町
）
・
吉
村策
・
チ
エ
（
田
町）
・
鶴

谷
芳
松
・
洋
子
（
八
重
菊
）
・
成
田
善

三
郎
・
キ
ク
エ

（
小
曲）
・
佐
藤
敬
一
 

・

み
き
（
小
曲
）
・
西
村
幸
治
・
ちな
 

（
み
どり
町
）
・
本
荘策
造
・
はる
（
み

ど
り
町
）
・
菊
池盛
夫
・
ト
シ
（
稲
実）
 

・

鈴
木
良
一

・
セ
キ

（
梅
田
）・
鈴
木

治
・
セ
ツ

（
梅田
）
・
村
田柾
四
郎
・

み
さ

（
金
山
）・
高
橋
正太
郎
・
み
ど

り

（
金山
）
・
今
繁雄
・
ハ
ツ
エ
（
金

山
）
・
渋
谷
正
治・
シ
ン（
金
山）
・
一

戸
正
雄
・
を
美子
（
石
岡
藤
巻
）
・
藤

森
浅
夫
・
節
子
（
漆
川
）
・
伊藤
義
美
・
キ

ョ
（
漆
川
）
・
蒔
田
正
美
・
せ
ち

（
唐

笠
柳
）
・
高
橋
定
義・
良
子
（水
野
尾
）
 

・

工
藤
東
四
・
操
（
水
野
尾
）
・
伊
藤

浪
「
廊
・
フ
サ
（
原
子
）
・
柳
原
政
次

郎
・
キ
チ
（
原
子
）
・
沢
田
定四
郎
・
 
 ミ

ョ
（
持
子
沢）
・
堀
内金
右
衛
門

・

き
ぬ
（
高
野）
・
福
士敏
明
・
き
倉
（
高

野
）
・
福
士
行雄
・
サ
チ
（
高
野）
・
葛

西
治
郎
勝
・
キ
サ
（
高
野
）
・
新
谷
作

市
・
キ
ヌ
エ
（
前
田
野
目）
 ・
松
野岩

雄
・
ナ
リ
（
神
山
）
・
石
岡
茂
・
みき
 

（神
山
）
・
横
嶋清
・
タ
ケ
（
松
野
木
）
 

・

成
田
勇
・
キ
ミ
エ
（
松
野
木）
・
神

邦
雄
・
ノ
ブ
（
野
里）
・
賀
谷
吉夫
・

は
ち
瓦

（飯
詰
）
・
飯
田
昭則
・
ち
な
 

（
飯
詰
）・
尾
崎宇
一
郎
・
ミ
キ
（飯

詰
）
・
太
田金
男
・
ツ
ョ
ノ
（
毘沙
門
）
 

・

木
村
富
栄
・
トミ
エ
（
毘
沙
門）
・
新

谷
俊
雄
・ま
き
（
田
川
）
・
木
村輿
作
 

・

ト
ミ
ユ
（
高
瀬）
・
木
村
武夫
・
タ

ケ

（
高
瀬）
・
渋
谷
一
・
ミ
サ
オ
（
高

瀬
）
二
戸
浅
三
・
サ
ダ
（
藻川
）
・
高

橋
喜
代
作
・
ハ
ッ
（
藻川
）
・
小
林
幸

吉
・
ミ
ョ
（
藻川
）
・
高
橋
武
一
・
た

い
（
藻川
）
・
前
田
菖
四
造・
ッ
サ
（
藻

川
）
・
藤
森勇
三

・
テ
ツ
（
沖
飯
詰
）
 

・

笠
井
典
四
郎
・
松
枝（
沖飯
詰
）・
鳴

瀬
義
雄
・
許
（
種
井）
・
古
川
正
彦

・

つ
急
（
種
井
）・
藤
森
策
次郎
・
富
士

子
（
川
山
）
・
館
山
宇作
・
ッ
ェ
（
川

山
）
・
長
尾
清
一
・
キミ
エ

（川
山
）
 

・

片
山
英
夫
・ミ
チ
ョ

（川
山
）
・
石

井
章
助
・
た
け
（
新宮
）
・
笠
井
忠
夫
 

・

カ
ツ
エ
（
桜田
）
 

以
上
六
十
九組
の
ご
夫
婦
の
皆
様
方
 

Q
」
健
康
と更
な
る
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
ま
す
。
 

県
や
北
五
市
町
村
、市
農
協
な
ど
で
組

織
す
る
北
地
方
稲
わ
ら
焼
却
防
止
連
絡

会
議
主
催
で
、
稲
わ
ら
を
家
庭
菜
園
な

ど
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
十
月
十
三

日
か
ら
十
九
日
ま
で
市
内
金
山
字
竹
崎

の
広
域
農
道
「
こ
め
米
ロ
ー
ド
」
沿
い

で
稲
わ
ら
を
市
民
に
無
料
で
提
供
す
る

稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トが
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

年
々
わ
ら焼
き
を
す
る
農
家
が減
「
 

て
い
る
も
の
のま
だ
ま
だ
焼
却
処
分
さ

れ
て
い
る
稲
わ
ら
を
有
効
活
用
し
よ
う

と
今
年
初
め
て
一
般
に提
供
さ
れ
、
市

内
や
弘
前
の
主
婦
な
ど
が
訪
れ
稲
わ
ら

を
家
庭
菜
園
の
敷
き
わ
ら
や
堆
肥
に
と

提
供
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

十
月
十
六
日
、五
所
川
原
工業
高
校
 

（
柴
田
孝
治
校長
）
の
学園
祭
で
超
ロ

ン
グ
お
好
み
焼
き
に
挑
戦
し見
事
に
長

さ
五
十
四
メ
ー
ト
ル
の
お
好
み
焼
き
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
今

ま
で
に
な
い
大
き
な
も
の
を作
ろ
う
と

生
徒
会
が
企
画
し
実
施
し
た
も
の
で
、
 

工
業
高
校
だ
け
あ
って
鉄
板
も
コ
ン
ロ

も
生
徒
会
役
員
の
手
作
り
作
品
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
三
年
の
男
女
が
家庭
科

で
作
っ
た
そ
ろ
い
の
法被
を
着
た
ス
タ

ッ
フ
百
五
十
人
の
ほ
か
一
般生
徒
、
P
 

T
A
の
母
親
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
約

ニ
百
名
が
参
加
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
肉
な

ど
の
具
が
入
っ
た
生
地
を
鉄
板
に
敷
く

と
香
ば
し
い
匂
い
が
辺
り
一
面
に
広
が

り
、
参
加
者
は
お
い
し
そ
う
に
出
来
立

て
の
お
好
み
焼
き
を
ほ
お
ば
「
て
い
ま

し
た
。
 

幅15cm、長さ54cmの鉄板2枚を、ちょうつがいで接合し 
片面ずつひっくり返して、たい焼きのように焼きました。 
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平
成
十
年
度
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
五
所
川
原
市
地
域
集
会
が
、
十
月
九
日
の
小

曲
地
区
を
皮
切
り
に
二
士
百

ま
で
市
内
十
三
カ
所
で
、
成
田
市
長
を
は
じ
め
、
 

菊
池
助
役
、
山
田
収
入
役
、
岩
見
教
育
長
の
ほ
か
各
部
課
長
が出
席
し
行
わ
れ
ま

し
た
c
 

こ
れ
は
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
だ
れ
に
で
も
誇
れ
る
五
所
川
原
、
 

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
五
所
川
原
を
作
る
た
め
に
市
民
か
ら
の
要
望
を
直
接
聴
き
、
 

そ
れ
を
で
き
る
だ
け
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

各
会
場
で
は
、
道
路
や
排
水
路
の
整
備
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
か

ら
こ
れ
か
ら
の
市
の
方
向
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
の
要
望
や
質
問
が
出
さ
れ
、
 

そ
れ
ら
の
ー
つ
ひと
つ
に
市
長
は
じ
め
関
係
職
員
が
市
の
対
応
策
を
示
し
ま
し
た
。
 

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
 

五
千
五
百
人
目
に
 

記
念
品
を
贈
呈
 

五
所
川
原
市
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
貯

金
普
及
推
進
協
議
会
（
会
長

・
成
田市

長
）
で
は
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
貯
金
、
 

五
千
五
百
人
目
の
加
入
者
と
な
っ
た
舘

山
優
子
さ
ん
に
対
し
、
十
月
八
日
、
五

所
川
原
郵
便
局
で
成
田
市
長
よ
り
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

同
貯
金
は
、
通
常
貯
金
の
利
子
の
一
一

十
5
百
パ

ー
セ
ン
ト
を
寄
付
し
民
間
海

外
援
助
団
体

（N
G
〇
）
を
通
じ
て
開

発
途
上
国
の
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
 

こ
e
趣
旨
に
賛
同
し
た
、
舘
山
さ
ん

が
勤
務
す
る
囲
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五

所
川
原
で
は
会
社
ぐ
る
み
で
協
力
、
そ

の
中
で
舘
山
さ
ん
が
五
千
五
百
人
目
の

加
入
と
な
っ
た
も
の
で
「昔
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。私
の

気
持
ち
が
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
と
て

も
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

と
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
京
都
染
寿
苑
・
ル
II
Iパ
ー
マ
【
五
万
円
。
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
IIIー
五
所
川
原

（
吉田
直
司
所
長
）
n
寄
贈
（
車
椅
子
三
 

台
、
二
十
四
時
間
ス
イ
ム
リ
レ
ー
益
金
よ
り
）
。
 

〇
生
活
協
同
組
合
コ
ー
 
あ
お
も
り
（
市
田
緑
代
表
）
”
三
千
円
（
チ
ャ
リ
テ
 

ィ
ー
バ
ザ

ー
収
益
金
の
一
部
）
。
 

〇
五
所
川
原
商
業
高
等
学
校

（
下山
弘
校
長
）
廿
一
万
七
千
二
百
五
十
七円
 

（
学校
祭
の
収
益
金
の
一
部
）
っ
 

＠
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
和
好
会
（
大
沢
ミ
キ
ェ
代
表
）
廿
慰
間
（
八名
に
よ
る
歌
・
踊
り
、
五
日
間
）
。
 

＠
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
青
森
営
業
所

（
寺田
義
雄
代
表
）
【
寄
贈
（
豆
腐
 

五
十
一
個
）
。
 

〇
船
の
花
（
神
久
子
代
表
）
n
慰
間
（踊
り
・
歌
）
、寄
贈
（
ジ
ュ
ー
ス
六
十
本
）
。
 

※
昨
年
第四
回
女
性
の
船
（ふ
じ丸
）
に
乗船
さ
れ
た
五所
川
原
市
内
の
女
性
グ
ル
ー
プで
す
。
 

〇
な
お
み
保
育
園
（
二
戸
義
雄
代
表）

廿
慰
間

（
園児
三
十
四
名
に
よ
る
遊
戯
、
 

歌
、
楽
器
演
奏
）
、寄
贈
（
園
児
が
紙
粘
土
で
作
っ
た
作
品
）
「
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
東
北
電
力
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業
所

（川
上
秀
夫
所
長
）
”
寄
贈
（
白
動
 

点
滅
器
四
十
個
）
。
 

左から 2 人目が舘山さん 

スボーツアカデミー五所川原の 
吉田所長と I)レーに参加した 

子どもたち 

菊池助役に目録を手渡す
川上所長 
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(7）昇給期間短縮の状況 

区 	分 合 計 一般行政職 技能労務職 

9
年
度
 

職 	員 	数囚 385 人 332 人 53 人 

昇給期間短縮職員数B) 44 人 38 人 6 人 

比 	率（B)/囚 11.4% 11 .4% 11 .3% 

8
年
度
 

職 	員 	数囚 394 人 336 人 58 人 

昇給期間短縮職員類B) 51 人 43 人 8 人 

比 	率（B)/(A) 12.9% 12 .7% 13 .8% 

(8）職員手当の状況 

区分 五 所 川 原 市 国 

期
末
手
当
 
勤
勉
手
当
  

(9年度支給割合） (9年度支給割合） 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.6 月分 0.6 月分 6 月期 1.6 月分 0.6 月分 

12 月期 1.9 月分 	0.6 月分 

3 月期 0.55月分 	― 

12 月期 1.9 月分 	0.6 月分 

3 月期 0.55月分 	― 

職制上の段階，職務の 職制上の段階、職務の 

級等による加算措置 	有 級等による加算措置 	有 

退
 
職
 
手
 
当
  

（支給率）自己都合 勧奨・定年 （支給率）自己都合 勧奨・定年 

勤続20年 21.0 月分 28.875月分 勤続20年 21.0 月分風875月分 

勤続25年 33.75月分 44.55月分 勤続25年 33.75月分 44.55月分 

勤続35年 47.5 月分 62.7 月分 勤続35年 47.5 月分 62.7 月分 

最高限麟 60.0 月分能．7 月分 最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 

その他の加算措置 

定年前早期退職特例措置 

その他の加算措置 

定年前早期退職特例措置 

(2%-..20％加算） (2%-'20％加算） 

退職時特別昇給 原則 1号給 退職時特別昇給 原則 1号俸 

と誉竺 671千円 24.972千円 
平均支給額ーー”‘一’ー” ' 

（注）退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退 

職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務 

手 	当 

(9年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.9 % 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 43,275 円 

手 	当 	の 	種 	類（手当数） 7 

代表的な手当の名称 
支給額の多い手当 社会福祉職手当 

多くの職員に支給
されている手当 

社会福祉職手当 

時間外

勤務手当 

9年度 
支 	給 	総 	額 82,845 千円 

職員1人当たり支給総年額 225 千円 

8年度 
支 	給 	総 	額 88,556 千円 

職員1人当たり支給総年額 237 千円 

区
分
 

内 	 容 	（月 額） 国と
 
の

の
 
制
異
 
度

同
 

扶
 
養
 
手
 
当
 

配 	偶 	者 16,000円 

同
  

配
偶
者
以
外
 
 

1人目 
配偶者有 

扶養親族 &500円 

被扶養親族 6,500円 

配偶者無 ii, ocx〕円 
2人目 &500円 

3人目以上 各 2,000円 

16歳から22歳までの子の加算額 各 4,000円 

住
居
手
当
 

借 	家（借 間） 	限度額 27,000円 

持 	家 	 2,500円 
異
  

通
勤
手
当
 

交通機関等利用者 	限度額 50,000円 

交通用具利用者 	限度額 20,900円 
同
  

市職員の給与・定員管理等の状況 

市民の皆さんに、五所川原市職員の給与及

び定員管理等の実態を知っていただくため、 

そのあらましをお知らせします。 

(I）人件費の状況（普通会計決算） 

区
 
分
 

住民基本 

離A11 

歳出額 

A 

実質

収支 
人件費 

B 

人件費率 

(B/A) 

（参考） 
平成8年度 
の人件費率 

9
」
十
由、
  

10.3.31現在 

50,471人 

千円 

22,679,989 

千円 

153,150 

千円 

3,168,159 

% 

14.0 
%
  1

 
4
.
 

り
一
 
 

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含

みます。 

(2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区 分 
職員数 

A 

給 	」 予 	費 一人当た
り給与費 
(B/A) 給 	料 職員手当 期 末・

勤勉手当 計 B 

10年度 
人

3
6
3
 

 

千円 

1,465,418 
千円 

235,933 
千円 

694,726 
千円 

2,396,077 
千円 

6,601 

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。 

2，給与費は当初予算に計上されたものです。 

(3）職員の平均給料月額、 

及び平均年齢の状況（平成10年4月1日現在） 

区 	分 
一 	般 行 	政 	職 

平均給料月額 平均年齢 

五所川原市 332,694 円 42.1 歳 

国 315,850 円 39.3 歳 

(4）職員の初任給の状況（平成10年4月1日現在） 

区 	分 

五所川原市 国 

決 	定 

初任給 

採用 2年 
経過 日 
給料額 

初任給 
採用2年 
経過 日 
給料額 

一行
 
般
職
 

政
  

大学卒 173,000円 187,000円 173,000円 187,000円 

高校卒 140,700円 150,500円 140,700円 150,500円 

(5）職員の経験年数別・学歴別 

平均給料月額の状況（平成10年4月1日現在） 

区 	分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一 般
行政職 

大学卒 263 ,547 円 330 ,436 円 375 ,984 円 

高校卒 238 ,210 円 272 ,120 円 325 ,511 円 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

している場合は、採用後の年数をいいます。 

(6）ー般行政職の級別職員数の状況 
（平成10年4月1日現在） 

区 分 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計 

鷲骸 部長 参事 課長 課
補
 
長
佐
 

副主幹 係長 主任 主事 主事 / 
職
 
数

員
囚
  

8
  

14 57 61 44 37 48 4
6
 

 
13 328 

構
 
比

成
岡
 

知
  

4.3 取
  
8
 
6
 

 
13.4 昭

  
郎
  

14.0 4
.0
  

100.0 

1年前の
構成比岡 3.3 3,3 8

 

。

J
 
 m
  

以
  

d
'
 

5
  

13.0 n
J。  

7
  

4,5 100.0 

5年前の
構成比岡 3.9 3.6 m

  
臨
  

18.5 15.0 15.3 12.0 3.0 100.0 

（注）1‘五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分

による職員数です。 

2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当す

る代表的な職名です。 
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③ 定員適正化計画の年次別進捗状況（実績） 
の概要 	 （各年 4月1日現在） 

\
 

 

区分 
平成 

6年 
計画前年 

平成 
7年 

1年目 

平
 

2
 

成

8
年

年
目
 

平
 

3
 

成

9
年

年
目
 

平
 

4
 

成

1
1
0
年

年
目
 

平成 7年 
-10年
計 

劫
値
 

惨
数
目
 

一
 
般
 
行
 
政
 

減 員 
/

/ 0 0 0 6  6  /
 

 

増 員 
／ノ 

2 0 0 0 2 

差 引 / 2 0 0 A6 A4 (50%) A8 

職員数 308 310 310 310 304 300 

（④）定員適正化計i重iの年次別進捗状況（実績） 
の内訳 

0-)投行延女部門 	 （各年4月1日現在 

区分 
平
 
淑
 
成

6
賄
年
降
 

平
7
巨

城
年
軒
 

報
昨

卿
 

郵
鮮

3
  

成
年

年
 

軸
畔
卿
 

欝

計
 

手法（事由） 

の 概 要 

総
 
叱
 

ロ貝
 
員

減
 
増
  d
  

巨
2
  

2
 
0
  

0
 
・1
  

3
 
0
  

5
 
3
  

（減員事由） 

	 市史編纂事業の 
終了等 

差 引 r 2 A2 1 A3 A2 （増員事由） 
女性政策の強化 

務
 
 職員数 99 101 99 100 97 等 

税
 

”
 
 

減 員 

増 	員 

'
 

 

巨
0
 

 

0
 
・
ー
 

 

0
 
0
  

0
 
2
  

1
 
3
 
 

（減員事由） 

	 事務見直し 
（増員事由） 

差 引 . Hi 1 0 2 2 電算開発・徴収 
体制の強化 

務
 
 職員数 . 

!
!
 
9
]
 
6
 

 
27 27 29 

『
 

 

減 員 . 0 0 1 0 1 （減員事由） 
	 福祉バスの民間 

氏
 
ル
 

増 員 " 1 
0 0 0 1 委託等 

（増員事由） 差 引 . ~1 0 Al 0 0 

土
 
 職員数 46 『

ー
 
4
山
 
［
一
 

 
47 46 46 

国民年金の体制 
強化 

衛
 
ル
 

減
 
増
 
員
一

員
  

'
 

 
コ
  

1
 
0
 
 

0
 
4
 
 

0
 
0
 
 

1
 
5
 
 

（減員事由） 

	 事務見直し 
（増員事由） 
地域保健対策・ 
リサイクル事業 
・一般廃棄物処
分体制の強化 

差 引 . Al 4 0 4 

土
 
 職員数 . 

! 

 2
 
d
'
 

 
23 27 27 

労
 
鳩
 

減】
増
 
員
一

員
 

国
 

 

0
 
0
  

・

1
 
0
  

0
 
0
  

0
 
0
  

1
 
0
  

（減員事由） 

	 事務見直し 
（増員事由） 

差 弓「 ~0 Al 0 0 Al 

剛
 
 職員数 . ~3 2 2 2 

農
 

水
 

減・
増
 
員
．

員
 

国
 

 

0
 
0
  

0
 
2
  

一
 
 2

 
0
  

・

上
 
0
 
 

3
 
2
  

（減員事由） 
グリーンバイオ 
村建設終了・事 

差 引 . ~0 2 A2 Al Al 
務見直し等 

（増員事由） 
グリーンバイオ村 
建設体制α騒僻 職員数 

. !  ”
一
 

 
3
  

39 37 36 

商
 

工
 

減 員 

増 	員 

冒
 

 

0
 
1
  

0
 
0
  

0
 
0
  

2
 
0
 
 

n乙
 
●
！
 

 

（減員事由） 

	 エルムの街整備 
計画終了等 

（増員事由） 
エルムの街整備 
計画体制の強化 

差 	弓I r ~1 0 0 A2 Al 

職員数 10 11 11 11 9 9 

土
 
士
 

減
 
増
 
員
！

員
  

'
 

 

2
 
0
 
 

0
 
●
1
 

 

り
‘
 
0
 

 

2
 
0
  

6
 
・
1
 

 

（減員事由） 
	 エルムの街整備 

計画終了・事務 
見直し等 

（増員事由） 差 引 r~ ~A2 1 A2 A2 AS 
n、 

職員数 58 56 57 55 53 
街路事業体制の 
強化 

(9）特別職の報酬等の状況 
（平成10年4月1日現在、期末手当は平成 9年度の実績） 

給料月額等 期 	末 	手 	当 

給
 
料
 

市 	長 関5,000円 

助 	役 705,000円 6月期 1.6月分 

収入役 630,000円 
12月期 1.9月分 

報
 
酬
 

議副
議
 
議
 
長
長
員
 

 

435,000円 

390,000円 3月期 0.5月分 計4.0月分 

360,000円 

G0）部門別職員数の状況と主な増減理由 
（各年 4月1日現在） 

＼、 
職」 月 数 対前年

増減数 
主な増減理由 

平成9年 平成10年 

一
 

般
 

行
 

政
 

議 	会 5 5
 
7
 

9
 

6
 
7
 
2
 
6
 

9
 

3
  

9
 

2
 

4
 
2
 

3
 

5
  

0 

総務企画 100 L 	3 市史編纂事業の終 

了等 

税 	務 27 2 市税徴収体制の強 

化等 

民 	生 46 

	

衛 	生 

	

労 	働 

農林水産 

27 

2 

37 L1 広域新農業センタ 

ー体制の見直し 

商 	工 11 L\2 エルムの街整備計 

画の終了等 

土 	木 55 A2 ガ 

小 計 310 304 L 6 

特
別
行
政
 

教 	育 60 59 L1 課の統廃合等 

公

営
企

業
等

会
計
 

病 	院 294 296 2 基準による看護婦 

の増 

水 	道 21 20 L1 休職による欠員 

下水道 16 18 2 下水道事業の強化

等 

その他 17 17 

小 計 348 351 3 

合 	計 718 714 △ 4 

（注）職員数はー般職に属する職員数であり、地方公務員

の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時

又は非常勤職員を除いています。 

Gl）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況 
（①）定員適正化目標（数・率） 

全体の職員数において平成 7年度から平成11年度までの 

5年間で10人の職員数を削減することとし、ー般行政部門

では、平成7年度から平成11年度までの5年間で8人（2.6%) 

の削減を図ります。 

（②）定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、事務事業の見直し、組織機構

の簡素化、民間委託の推進、OA化の推進等により職員数

の増加を抑制します。 

（各年4月1日現在） 

5 平成10年11月 1日 
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社
会
福
祉
大
会
開
催
 

市
社
会
福
祉
協
議
会

公
（
3
4)
3
4
9
4
 

n飼mlati⑥n 

国
税
だ
よ
り
 

仙
台
国
税

局
・

税

務
署
 

⑥
奥
さ
ま
と
税
 

最
近
、
家
庭
の
主
婦
が
パ
ー
ト
で

勤
め
る
こ
と
が
多
く
な
「
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
く

場
合
、
税
金
の
面
で
次
の
二
つ
の
こ

と
を
知
っ
て
お
く
と
良
い
で
し
よ
う
。
 

ー
 
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
自
身
に
、
 

税
金
が
か
か
る
か
ど
う
か
 

二
 
夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と
き
に
、
 

配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除

を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番

号
は
、〔
一八
〇
〇
〕（
パー
ト
収
入
は

い
く
ら
ま
で
税
金
が
か
か
らな
い
か
）
、
 

〔
一
一
九〇
〕
（
所
得
がい
く
ら
ま
で

な
ら
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
か
）
 

な
ど
で
す
。
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市
民
民
謡
教
室
 

の
お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会

生
涯
学

習
課
 

内
線

5
5
6
 

s
初
心
者
大
歓
迎
5
 

●

1
1月
2
4日
因
・
1
2月
8
日
因
 

1
2月
2
2日
因
 

1
0時
5
1
1時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

※
1
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
後
 

日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

◇
講
師
 
長
尾
武
一
さ
ん
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。
受
講
希
望
の
 

方
は
直
接
会
場
（
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

民
謡
、
獅
子
踊
り
、
 登
山
嚇
子
等
、
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
の
発
表
会
で

す
。
秋
の
1
日
を
民
俗
芸
能
で
に
ぎ
や

か
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
2日
困
 
1
3時
よ
り
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

・
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
出
場
者
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
の
1
2団
体
 

・

特
別
ゲ
ス
ト
 

県
民
謡
王
座
獲
得
者
 鶴

田
清
美
さ
ん
 

三
味
線
・
尺
八
名
手
 花

田
一
蔵
さ
ん
 

◇
主
催
 
岡
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

赤
十
字
救
急
法
 

講
習
会
参
加
者
募
集
 

日
本
赤
＋
字
社
青
森
県

支
部
 

公
0
1
7
7
(2
2)
2
01

ー
 

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
が
主
催

し
て
、
赤
＋
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
0日
因
5
1
1月
1
3日
岡
 

8
時
5
0分
5
1
6時
1
5分
 

市
民
体
育
館
（
4
日
間
と
も
）
 

◇
募
集
人
員
 
先
着
4
0名
 
 

◇
募
集
締
め
切
り
 
1
1月
6
日
囲
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

た
だ
し
、
講
習
教
本
等
資
材
費
と
し
 

て
2
、
0
o
o
円
が
必
要
で
す
。
 

◇
受
講
資
格
 

1
6歳
以
上
の
心
身
共
に
健
康
な
男
女
 

◇
受
講
条
件
 

4
日
間
通
し
て
受
講
で
き
る
方
 

◇
準
備
す
る
も
の
 

筆
記
用
具
、
昼
食
、
歯
磨
き
用
具
、
 

上
履
き
、
運
動
で
き
る
服
装
 

◇
申
し
込
み
方
法
 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
男
女
別
、
職
 

業
を
記
入
し
て
、
ハ
ガ
キ
又
は
フ
ア
 

ッ
ク
ス
に
て
お
中
し
込
み
く
だ
さ
い
】
 

豊
か
な
地
域
福
祉
確
立
を
目
指
し
、
 

市
民
と
関
係
各
機
関
の
連
携
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
講
演
と
式
典
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
8日
困
 
1
3時
よ
り
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
・
小
ホ
ー
ル
 

◇
記
念
講
演
 

津
軽
弁
の
研
究
家
・
渋谷
龍
一
さ
ん
 

（
弘前
市
在
住
）
が
『く
よ
く
よ
も
一

生
、
わ
は
は
は
は
も
一
生
』
と
題
し
、
 

津
軽
弁
に
よ
る
笑
い
と
温
も
り
を
語

っ
て
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。
 

テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
9
8
 

学
習
講
座
開
設
 

市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5
 

「男
女
が
共
に
学
び
、
生
き
、
そ
し

て
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
講
座
を

開
設
し
ま
す
。
ど
れ
で
も
興
味
あ
る
講

座
に
参
加
で
き
ま
す
。
受
講
希
望
の
方

は
、
遅
く
と
も
4
日
前
ま
で
に
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

《
講
座案
内
》
 

●

講
座
名
 
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
 

・

1
1月
1
8日
困
 
1
1月
3
0日
同
 

m
鴎
よ
り
 

市
中
央
公
民
館
 

・

講
師
 

田
沢
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
 

田
沢
俊
一
さ
ん
・
田
沢
む
つ
子
さ
ん
 

●

講
座
名
 
幼
児
親
子
体
操
 

・

1
1月
2
1日
山
 
1
3時
よ
り
 

市
民
体
育
館
 

・

講
師
 

青
森
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
 

秋
元
愛
子
さ
ん
 

※
1
2月
以
降
の
講
座
に
つ
き
ま
し
て
は
 

後
日
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

●
 



今月の笠1屍武多 其ノ十四 
東京ドーム出陣まであと33日 

「ハガキを送って 
PRしましょう」 

':0.0 I 60 	“。0ー 0 	：昌；器；認 
．コンサート‘トークショ1 	 6日 午的1叫 午●014 

主“ ”景文化親光立県宣冒紀’イベント買行’員会 
叫噴b”● J ” つ fl482 賓1過月““島’Oa522l-033コ（ DS”事” 

開催の呼びかけを 

柵

成
1
0年
度
 

商
品
研
究
会
開
催
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
8
ー
 

第
5
回

年
賀
は
が
き
 

絵
だ
よ
り
教
室
 

五
所
川
原
郵
便
局

公
（
3
4)
3
2
0
5
 

柳
た
し
た
ち
の
まち
づ
ぐ
麟
一
 

講
演
会
 

首
都
圏
の
親
戚
・
友
人
の
方
々
に
 

.
 

「活彩あおもり大祭典」 

「文
化
観
光
立
県
」
を
首
都
圏
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
ま
た
五
所
川

原
魂
の
具
現
化
、
立
侵
武
多
が
出
陣
す

る
「
活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
」
が
1
2月
 

4
日
岡
か
ら
6
日
同
ま
で
の
3
日
間
、
 

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

青
森
県
の
自
然
、
物
産
、
郷
土
料
理

や
祭
り
な
ど
が
大
集
結
す
る
こ
e
イ
ベ

ン
ト
に
是
非
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の

親
戚
、
友
人
、
知
人
の
方
々
（
来
て
も

ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ハ
ガ
キ
は
日
程
、
イ
ベ
・
ン
ト情
報
の

他
、
入
場
整
理
券

（
ハ
ガ
キ
を持
参
し

な
い
場
合
は
当
日
会
場
に
て
受
付
し
て

入
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
と
青森

県
冬
季
観
光
ツ
ア
ー
無
料
招
待
抽
選
券
 

‘
兼
ね
て
い
ま
す
。
 

市
役
所
商
工
観
光
課
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
 

※
な
お
、ハ
ガキ
の
枚
数
に
限り
が
あり
ま
す

の
で無
く
な
「た
時
は
ご了
承願
い
ま
す
。
 

い
よ
い
よ
 

”
 

色
付
け
作
業
で
す
 

東
京
ド

ー
ム
に
向
け
、立
位
武
多
の

製
作
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
カ
で
紙
張
り
作
業
も
終

わ
り
、
現
在
は
書
き
割
り
、
ロ
ー
引
き

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

1
1月
に
は
色
付
け
に
入
り
ま
す
の
で
、
 

皆
さ
ん
も
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
 

・

v
 

《
色
付
け
作
業
》
 

●

毎
日
 
9
時
5
2
1時
 

旧
市
民
文
化
会
館
 

立
侵
武
多
製
作
場
所
 

◇
電
話

（3
4)
2
8
2
4
 

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
の
方
は
ご
 

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
子
ど
も
の
参
 

加
に
は
、
父
兄
の
同
伴
を
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
 

商
工
観
光
課
内

線
3
9
1
・3
9
2
 

食
生
活
の
多
様
化
・
洋
風
化
が
進
み

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
毎
日
の
食
生
活
に欠

か
せ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
の
ー
つ
と
な
って

い
ま
す
。
 

ー
そ
こ
で
、基
本
的
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
 

マ
ョ
ネ
ー
ズ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
種
類
、
 

性
質
、
上
手
な
使
い
方
に
「
いて
学
ぶ

の
が
、
こ
の
研
究
会
で
す
。
 

●

1
1月
1
7日
因
 

1
3時
3
0分
5
1
5時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 
第
1
会
議
室
 

◇
テ
ー
マ
 

「
マ
ョ
ネ
ー
ズ
 

・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
お
話
」
 

◇
定
員
 
3
0名
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

楽
し
い
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
年
賀
状
を

作
る
た
め
の
、
年
賀
は
が
き
絵
だ
よ
り

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

一
名
月

2
9日
同
 
1
3時
3
0分
5
1
6時

五
所
川
原
郵
便
局
 
会
議
室
 

◇
定
員
 
2
5名
（
先
着
順
）
 
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
準
備
す
る
も
の
 

自
分
で
使
用
す
る
ク
レ
ョ
ン
、
水
彩
 

絵
の
具
、
墨
汁
等
の
絵
の
具
と
絵
筆
 

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 
1
1月
2
0日
岡
 

●

1
1月
1
4日
山
 
1
3時
3
0分
5
1
5時

市
働
く
婦
人
の
家
 
3
階
ホ
ー
ル

◇
講
演
 

「も
つ
け
で
チ
ャ
カ
シ
が
見
た
世
界
」
 

講
師
 
平
賀
町
女
性
問
題
懇
談
会

原
田
幸
子
会
長
 

!

.
 

11月30日（月）は 

固定資産税第4期

国民健康保険税第5期

の納期限です。 

市民ボランティアによる
口一引き作業の様子 

◇
入
場
料
 

一
 ◇

入
場
料
 
無
料
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五
所
川
原
市
収
蔵
 

子
ど
も
版
画
公
開
展
 

( ）内は、前年対比 

（平成10年10月20日現在） 

運転はゆったりハートにしっかり'<1外 
五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 	察 署 

青森県内 』所順鍵麟鵬 

発生 
6,5 17 

(+ 43) 
294 
(+ 29) 

死
 
者
 

 

105 
(+ 13) 

7
 +
  
0
  

傷者 
7,802 
(-94) 

364 
(+46) 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 

働
く
婦
人
の

家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
 
（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
×
（3
5)
8
9
5
3
 

〈講
 
演
 
会
〉
 

●

1
1月
7
日
山
 
1
3時
3
0分
5
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
 
3
階
小
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「高
齢
少
子
化
社
会
 

の
介
護
を
考
え
る
」
 

◇
講
師
 
阿
部
寿
子
さ
ん
 

（
ピア
ノ
教
室
主
宰
）
 

◇
後
援
 

北
五
退
職
公
務
員
連
盟
女
陛
部
 

〈
サ

ー
ク
ル
会
員
募
集
〉
 

ー
初
心
者
大
歓
迎
、
 

働
く
婦
人
の
家
で
活
動
し
て
い
る
サ
 

ー
ク
ル
で
す
。
新
し
い
仲
間
と
の
時
間
 

を
楽
し
く
過
ご
し
て
見
ま
せ
ん
か
。
 

〇
サ
ー
ク
ル
名
「
倫
友
会
」
 

遠
州
流
茶
道
。
 

〇
サ
ー
ク
ル
名
「
水
墨
画
」
 

風
景
・
花
・
静物
な
ど
の
墨
絵
を
楽
 

し
ん
で
い
ま
す
。
 

〇
サ
ー
ク
ル
名
「
お
し
ゃ
れ
編
」
 

手
編
み
で
好
き
な
も
の
を
編
ん
で
い
 

ま
す
。
 

〇
サ
ー
ク
ル
名
「
ひ
ば
り
」
 

日
本
人
の
心
を
童
謡
に
求
め
、
楽
し
 
 

ん
で
歌
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
サ
ー
ク
ル
名
「
気
功
」
 

良
い
「
気
」
は
健
康
な
身
体
を
「
く
 

り
、
気
持
ち
を
穏
や
か
に
し
ま
す
。
 

一
緒
に
動
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

〇
サ
ー
ク
ル
名
「
鶴
友
会
」
 

遠
州
流
生
け
花
。
出
来
立
て
ホ
ヤ
ホ
 

ヤ
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
 

※
入
会
希
望
の
方
は
窓
ロ
（
直
接
来
ら
 

れ
る
か
、
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

「
「

軍
に
 

働
ぎ
方
を
い
っ
し
ょ
に
 

己
【
フ・
 
！
 
、
ノ
 
、
ノ
い《
 
【
、
・
ー
 

」」f

ニ
／
フ
欠

一
】
ーノ
、

ー
 

青
森
県
労
政
課
労
働
福
祉
班
 

公
0
1
7
7
(3
4)
9
3
9
8
 

●

1
1月
1
3日
囲
 
1
3時
5
1
6時
 

青
森
市
文
化
会
館
 

◇
テ
ー
マ
 

「不
況
下
に
ど
う
す
る
ー
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
元
気
な
生
き
方
」
 

講
師
 
京
都
造
形
芸
術
大
学
 

野
田
正
彰
教
授
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
当
日
は
先
着
2
0
0
名
の
方
に
粗
品
 

を
進
呈
し
ま
す
。
 

一自
衛
官
募
集
の
 

お
知
ら
せ
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

五
所
川
原
募
集
事

務
所

公
（
3
5)
2
3
0
5
 

一
一等
陸
士
、
ニ
等
海
士
及
び
二
等
空
 

・
 

士
と
し
て
採
用
す
る
陸
上
自
衛
官
、
海
 

上
自
衛
官
及
び
航
空
自
衛
官
の
平
成
十
 

年
度
第
三
次
募
集
を
行
「
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
2月
3
1日
困
ま
で
 

◇
試
験
期
日
 

試
験
期
日
に
つ
い
て
は
、
募
集
期
間
 

中
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皿ヌ
 

付
後
に
本
人
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
 

◇
試
験
場
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
 

五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

（
市内
栄
町
M
1
6
)
 

こ
利
用
く
だ
さ
い

I
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課
 

内
線

2
0
1
1
2
0
6
 

◇
受
付
時
間
 
9
時
5
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
謄
本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
一
人
（
抄
本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
 

場
合
の
み
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（
年金
受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録
、
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

女
性
と
知
事
の
 

「輝
く
あ
お
も
り
新
時
代
」
 

フ
ォ

ー
ラ
ム
参
加
者
募
集
 

青
森
県
政
策
推
進
室女
性
フ
ォー
ラ
ム
係
 

公
 
0
1
7
7
(
3
4)
9
1
3
唱
 

F
A×
0
1
7
7
(
3
4)
8
0
2
9
 

●

1
2月
1
5日
因
 
懇
談
時
間
 
3
時
間

※
開
催
場
所
は
弘
前
市
内
を
予
定
し
て
 

お
り
ま
す
。
詳
細
な
日
程
に
「
い
て
 

は
参
加
希
望
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。
 

◇
募
集
対
象
者
 
2
0歳
以
上
の
女
性
で
 

県
政
に
関
心
の
あ
る
方
 

◇
募
集
人
員
 
1
6名
 

応
募
者
が
1
6名
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
し
ま
す
。
傍
聴
は
自
由
で
す
。
 

◇
応
募
方
法
 
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ア
ッ

ク
ス
で
、
住
所
（
郵
便
番
号）
、氏
名
 

（
ふり
が
な
）
、年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
発
言
さ
れ
る
内
容

（1
人
1
 

提
言
と
し
、
1
0
0
字
以
内
で
記
載

願
い
ま
す
）
を
記
入
し
て
お
申
し
込
 
 

み
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
先
 
〒
0
3
0
1
8
5
7
0
 

青
森
市
長
島
1
コ
目
1
11
青
森
県

政
策
推
進
室
 
女
性
フ
オ

ー
ラ
ム
係

◇
応
募
締
め
切
り
 

1
1月
1
3日
岡
 
当
日
必
着
 

日
本
教
育
版
画
協
会
の
寄
贈
を
受
け

五
所
川
原
市
が
収
蔵
し
て
い
る
全
国
子

ど
も
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
数
万

点
の
う
ち
、
調
査
整
理
の
完
了
し
た
作

品
約
百
点
を
展
示
公
開
し
ま
す
。
 

●

1
0月
3
1日
田
5
1
1月
4
日
困
 

1
0時
5
1
8時
 

エ
ル
ム
の
街

・
シ
ョ
ッピ
ン
グ
セ
ン
 

タ
1
 
2
階
ェ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

※
初
日
は
1
0時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
 

最
終
日
は
1
6時
で
終
了
し
ま
す
。
 

●
 

‘一 葺Al画瓦県民糞通安全の百一 
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累計は 1 月カら。速報値のため後日変更することカで誉 	 ~ 
ニーーーーーーー一一一ー一ーー一毎月1 日は県民交通安全の日ニー＝ー＝」 

( ）内は前年。 

わたしもやります 7こしもギ’リよ 9 	父〕思女主 ニーー 	 ＝一 “交通安全” 

勿題暁濃勢鱈勿 の疫多i蔵事多故．概多要~ 
勿陥鏑ーー 	 青森県交通対策協議会 I 

9 	月 累 計 

死
者

の
 
う
ち

一
累
計
 

一
 

 

人
 
訂
 

高 齢 者 	の 	死 者 
Eョョ 	ニI 	 ザ，ー 	ルA 	」＝ 	ノ，、 	，．ー 	」里 	39 人 	‘ 
舜冬 	戸T 	 「言］ 	匿1丁 	白 	Vノ 	タじ 	百 	 ノ,、,、 	‘ 

39 人 

(31) 

I
 

発
 i
 
6
9
 

I生
 
（

6
 

発
 

生
  

(
b
 

件
4
司
 

・

ー
 
。J
 
 

0
価
 

！
」u
 
 

死 	 ， 
件 

695 
(689) 

飲 酒 運転 に よ る 死 者 
件 	」， 	 かムこ工；、宙 士ニ 	ー 	lー 	プ，ー一I, 	17 人 	x 

L 	(\l 	A 	王ョ 	 耳ヘイ幽ユ是 甲ム 	‘ー 	d、 	な） 	タじ 百 	 I.。、 	x 
、・ノ・ v 	ユー1 	,一 	 、lJ/ 	v 

17 人 

u3) 

、
ン
ー
ト

べ
 
ル
 
ト
 

(5,955) 	) 	 l 
自 動 車 乗 車 中 の 死 者 

（着けなければならない人） 

フ 	
、 	自 動 車 乗 車 中 の 死 者 	48 人 	1 

人 	ち 	ン 	（着けなければならない人） 	(46) 	i 
48 人 

(46) 1 死
 

i
 
者
 
（
 

死
 
者
  

A
9

6
)
 

 

人 
97 
(84) 
g7 	.. 

非 	着 	用 	者 

（着けていなかった人） 

(84) 	F＝ 	ト 	非 	着 	用 	者 	24 人 	i 
牙ミ 	ノ、、, 	 I己責，4 ．プ‘、ナ．」、、 	-- 	A 、 	 (on' 	' 
ュ1 
	’、 	 、目‘ J 	、 し’与・刀’ーノノーノ、ノ 	 い乙ノ 	‘ 

24 人 

(32) 
傷
 
者
  

[I
 

0
J
2
 

人
2

幻
  

1
→
［I
 
[
I
 

 

7
,
1
9
2
 

(
7
,

2
7
3
)
 

 

人 

人
  

1
4
  

821 

(844) 
着けていれば助かったと思われる人 

「 あな

'FAd? 

~  

青森県交通対策協議会 

く いきいきシルバ 通安全強調月間 ） 

⑥期 間 

@）スに］ーガン

⑨運動の重点 

工I勺戎10年11月 1 日（日）-11月30日（月） 

『反射材 光るあなたの 心がけ』 

1 高齢者の交通安全に関する県民の意識啓発 

2 高齢者（こ対する交通安全教育の推進 

3 高 齢 運 転 者 の 交 通 事 故 防 止 

日
  

零舞鷺袈難離縫静嚇響麟 
曜日 催 	物 開演 入場料 日曜日 催 	物， 開演 入場料 

大
 
噂
」

ホ
 
，
 

ー
 
叫
 

ル
  

nべ）
 
 

火
  

第2回愛のチャリテイ映画会 

r11ぴきのねことあほうどり」 
14:00 

当日 

500円 

小
 

ホ
 

ー
 

ル
  

10 火
  

雇用保険業務取扱等説明会 
10:00 
13:30 

8
  

1
0
 

日
  

火
  

土
  

西北五合唱祭 13:00 無 12 木
  

金
  

土
  

日
  

平成10年度酎臣民俗芸能フエア 13:00 無 	料 

劇可エンゼル公演 
「マルコポーロの冒険」 

18:30 前売 
500円 

13 
ゲイル・ラジョーイ公演 

「スノーフレーク」 
19:00 会 員 券 

14 津軽野保育閲 
創立30周年記念式典 

10:00 
14 ピアノ発表会（対馬ピアノ教室） 13:00 無 	料 

15 トーオーピアノ発表会 10:00 無 

17 火
  

知的障害児（者） 
音楽活動発表会 

12:30 無 	料 18 水
  

第41回五所川原市社会福祉大会 13:00 無 

21 
22 

土

日
 

青森県子どもの祭典 

「こどもみらい 98五所川原大会」 

11:15 
9:30 

無 21 
22 

土

日
 

青森県子どもの祭典 
「こどもみらい 98五所川原大会」 

12:30 
10:00 無 

23 月
  

青森県幼児音楽フエステイバル 11:00 無 	料 
23 n

  
青森県幼児音楽フエステイバル 11:00 無 

25 水
  

各種税法の説明会 
10:00 
14:00 29 日

  

青森県民文化祭 第39回
青森県洋舞連盟定期合同公演 

13:00 前売 
1,000円 

26 木
  

土
 

平成10年分年末調整説明会 
10:30 
15:00 小

ホ
ー
ル
  

8
  

口
  

［
口
 

フローラピアノ発表会 13:00 無 

ピアノ・ 
エレクトーンコソサート 

13 :00 無 28 ミュージック バター 
ライブコンサート 

17:00 
前売700円
当日900円 

9 平成10年11月1日 
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青
松
園
祭
開
催
コ
 

【

申
月松
園
 
担
当

（一一
蒲
）
 

【
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、7
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『
】
一
ど
山
一
（
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。
一
ー

・
ー

一
 

【ー
 

昨
‘
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（
ィJ
、
‘
 
、
 
ー
‘
→

Jー
 

全
聾
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
 

高
島
良
宏
氏
講

演
会
 

市
内
栄
町
 

小
田
桐

公
（
3
4)
8
3
9
9
 

一
第5
8回
高
学
年
例
会
（
小3
以
上
）
 

ー
 

ゲ
イ
ル
ー
フ
ジ
ョ

ー
イ
 

ス
ノ
ー
フ
レ

ー
ク
 

ゲ
イ
ル
・
ラ
ジ
ョー
イ
が
演
じ
る
ユ
 

ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
の
あ
ふ
れ
る
無
言
 

劇
で
す
。
 

●

1
1月
1
3日
岡
 
1
9時
開
演

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
 

※
新
会
員
募
集
 

毎
月
一
、
〇
〇
〇
円
で
生
の
舞
台
が

次
々
と
軍
四
回
み
ら
れ
ま
す
。
 

●

1
1月
8
日
同
 
1
0時
3
0分
5
1
5時

青
松
園
 

◇
テ

ー
マ
 
「ふ
れ
あ
い
」
 

◇
内
容
 
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
、
フ
リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

催
し
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
 

/
 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者
を
ち
 

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
 

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

「耳
が
聞
こ
え
な
い
の
は
僕
の
個
性

で
す
」
と
言
っ
て
、
水
泳
、
自
転
車
、
 

マ
ラ
ソ
ン
の
三
種
目
に
挑
戦
し
続
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
体
ど
こ
か
ら
…
。
 

同
じ
聴
覚
障
害
を
持
っ
た
妻
と
一
粒

種
の
息
子
と
の
家
族
愛
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
1月
1
5日
同
 
1
4時
開
演
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

※
講
演
後
に
サ
イ
ン
会
が
予
定
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

◇
定
員
 
1
5
0名
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
主
催
 
県
立
木
造
高
等
学
校
銀
杏
ケ
 

丘
同
窓
会
五
所
川
原
支
部
 

高
橋
良
宏
さ
ん
（
写
真）
、著
書
に
 

「音
の
な
い
世
界
か
ら
、追
か
な
る
 

ゴ
ー
ル
へ
ー
 ×

 

ノレ 

0
 

1一
 

た
と
え
ば
、
会
社
を
辞
め
て
就
職
活
動
の
方
、
国
保
（
の

届
出
は
お
済
み
で
す
か
？
‘
 

職
場
で
の
雇
用
保
険
は
雇
用
者
の
責
任
で
手
続
き
や
保
険

料
の
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
国
保
の
場
合
で
は
そ
れ
ら
を

各
自
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
0
届
出
が
遅
れ

る
と
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
別
表
に
あ
る
事
 

実
が
発
生
し
た
ら
十
四
日
以
内
に
届
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し

m
 

よ
う
。
 

年
 

◇
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
 

如
 

・

届
出
に
つ
い
て
は
国
保
年
金
課
 
内
線2
1
4

・
2
1
5
平
 

・

課
税
内
容
に
つ
い
て
は
税
務
課
 
内
線
4
2
4

・
4
2
5
 

・

納
税
相
談
に
つ
い
て
は
収
納
課
 
内
線
4
3
4

・
4
3
5
 五所川原市役所 公35-2111 

こ ん な と き 届出に必要なもの 

国
「
 

 

他の市区町村から転入してきたと 
き 

印かん、他の市区町村の 
転出証明書 

保
に
加
入
す
る
と
キ
 

職場の健康保険をやめたとき 
印かん、職場の健康保険の 
喪失証明書 

職場の健康保険の被扶養者でなく 
なったとき 

印かん、被扶養者ではない 
理由の証明書 

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母了一健康手帳 

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書 
c 

外国人が入るとき 外国人登録証明書 

国
保
を

や
め
る
と

き
 

他の市区町村に転出するとき 
印かん、保険証 

職場の健康保険に入ったとき 印かん、国保と職場の健康保険の
両方の保険証 
（後者が未交付のときは加入した
ことを証明するもの） 

職場の健康保険の被扶養者になっ 
たとき 

国保の被保険者が死亡したとき 
印かん、保険証、 
死亡を証明するもの 

生活保護を受けるようになったと 

き 

印かん、保険証、 
保護開始決定通知書 

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書 

そ
 
の
 

他
 

退職者医療制度の対象になったと 

き 

印かん、保険証、年金証書 

同じ市区町村内で住所が変わった 

とき 

印かん、保険証 世帯主や氏名が変わったとき 

世帯を分けたり、いっしよになっ 

たとき 

出稼ぎや長期旅行に行くとき 

修学のため、別に住所を定めると 
き 

印かん、保険証、在学証明書 

保険証をなくしたとき、あるいは 
汚れて使えなくなったとき 

印かん、身分を証明するもの 
（使えなくなった保険証など） 



み
ん
な
の
健
康
教
奪
 

献
麹
匂
こ
案
内
 

奉
主
 
」
艮
 
目
 
火
火
 

仮
 
【
」
」
k？
 
木I
 【
三
ロ
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方）
 

ー
各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

●

1
1月
6
日
岡
 
1
2時
3
0分
5
1
4時

煎
泡
集
会
所
 

●

1
1月
1
0日
因
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

種
井
集
会
所
 

●

1
1月
1
1日
困
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

●

1
1月
1
1日
困
 
1
2時
3
0分
5
1
4時

一
野
坪集
会
所
 

●

1
1月
1
1日
困
 
1
2時
3
0分
5
1
3時
加
分

婦
人
ホ
ー
ム
 

●

1
1月
1
2日
困
 
1
0時
5
1
2時

小
曲
農
村
婦
人
の
家
 

●

1
1月
1
2日
困
 
1
0時
5
1
2時

長
富
消
防
セ
ン
タ
ー
 

●

1
1月
1
2日
困
 
1
3時
5
1
4時

前
田
野
目
公
民館
 

●
1
1月
1
3日
囲
 
1
0時
5
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

●

1
1月
1
3日
岡
 
1
2時
5
1
3時

中
泉
公
民
館
 

●

1
1月
1
7日
因
 
1
2時
3
0分
5
1
4時

金
山
昭
和
館
 

●

1
1月
1
8日
困
 
1
1時
5
1
2時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

●

1
1月
1
9日
困
 
1
0時
5
1
1時
3
0分

馬
性
集
会
所
 

●

1
1月
2
0日
岡
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

沖
飯
詰
集
会
所
 

「
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の

J
 

r
 
成
人
の

相
秋
畝日
 
」
 

●

1
1月
1
1日
困
 

1
0時
5
1
2時

・
1
3時
5
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

●

1
1月
2
7日
岡
 
1
3時
、
1
4時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健セ
ン
タ
ー
 

3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「英
才
児
の
た
め
の
食
生
活
」
 

◇
講
師
 

岩
谷
教
裕
先
生
（
い
わ
や
薬
局
）
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

妊
婦

さ
ん
大
集
合
 

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
 

●

1
2月
4
日
岡
 
1
8時
3
0分
5
2
0時

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健セ
ン
タ
ー
 

◇
対
象
 
妊
婦
さ
ん
及
び
家
族
の
方

◇
内
容
 
簡
単
に
で
き
る
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
 

◇
講
師
 
福
士
助
産
所
 

所
長
 
福
士
レ
イ
子
先
生

◇
定
員
 
2
0名
 

◇
料
金
 
無
料
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 
1
1月
2
7日
岡
 

●

1
1月
1
8日
困
 
1
0時
5
1
6時
 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
 

問
津
軽
工
場
 

平成10年11月 llI 1
 

1
 

昭
和
四
十
一
年
の
開業
以
来
、
六
千

二
百
九
十
七
件
の
分
娩
を
取
り
扱
い
 

（
七月
三
十
一
日
現
在
）
、新
し
い
命
の

誕
生
を
見
「
め
続
け
た
福
士
助
産
所
所

長
、
福
士
レ
イ
子
さ
ん
が
十月
二
十
一
一

日
に
青
森
市
文
化
会
館
で
開催
さ
れ
た
 
 母

子
保
健
家
族
割
画
全
国
大
会
に
お
い

て
、
母
子
保
健
家
族
計
画
事
業
功
労
者

の
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

助
産
所
を
開
業
す
る
か
た
わ
ら
、
訪

問
指
導
員
な
ど
母
子
保
健
向
上
に
努
め

ら
れ
て
い
る
功
績
に
対
し
、同
賞
が
贈

ら
れ
た
も
の
で
、
福
士
さ
ん
は
「
助
産

婦
は
わ
た
し
に
と
っ
て
天
職
。
身
体
が

健
康
で
あ
る
限
り
こ
の
職
業
を
全
う
し

た
い
。
こ
の
受
賞
が
後
輩
の
励
み
に
な

っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
「
て
い
る
」
と
受

賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
 

き
れ
い
な
街
は
心
を
和
ま
 

平
和
町

で
の
清
 

平
和
町
町
内
会
老
人
ク
ラ
ブ

（
内藤

み
つ
会
長
）
で
は
、
毎
年
春
三
月
か
ら

十

一
月
ま
で
の
毎
月
十
日
に
富
士
見公

園
内
の
除
草
を
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
市
営
住
宅
の
各
棟
も
老
人
ク
ラ

ブ
と
か
ち
合
わ
な
い
よ
う
、芝
生
の
除

草
を
し
て
自
分
た
ち
の住
む
街
の
環
境

美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

住
み
良
い
街
、
心
の
健
康
を
養
う
た

め
に
必
要
な
環
境
づ
く
り
で
す
ね
。
 

た
三
十

二
年
 

一
、！
ノ
．、
 

A
C
Ihカ
 

大
臣
表
彰
を
受
賞
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フーーマ 

健康に良い食生活

をするために．ノ 

五所川原市食生活改善推進員会  

一

一
一
一

一
一
 

Iミi llク仕立て中華風ゴーンスープI 

卵白を泡立てて加えた、ふわふわした食感

のスープです。 

スキムミルクは、脂肪とビタミンA以外の

牛乳の成分がすべて含まれており、肥満の気

になる方におすすめです。 

材 料（4人分） 
ハム 	 4枚 
たけのこ（ゆで） 	印g 
生しいたけ 	3枚 
チンゲン菜 	1株 
Iクリームコーン（缶）小1缶 
A｛スキムミルク 	幻g 

t水 	 3カップ 

I酒 	 大さじ1 
ー~塩 	小さじタ5 B( ニ 
ー~こしょう 	少々 

t中華風旨味調味料 少々 
片栗粉 	大さじ1 
卵白 	 2個分 
ねぎ 	 如g 
油 	 大さじ1 

白
ぎ
 

卵
ね

油
 

作り方 

①ハム・たけのこ・しいたけ・チンゲン菜は

細切りにする。 

＠厄）を油でさっと妙め、Aを入れて火にかけ、 

Bで調味し、水溶き片栗粉でとろみをつけ

る。 

③卵白を泡立てて②に流し、卵白が固まって

きたら火を止める。 

④③を器に盛り、上に小口に切ったねぎをち

らす。 

盛審豊導 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

11/1 日 瀬川内科クリニック 五所川原市松島町1丁目79 33-0202 

11/3 火 江渡内科医院 五所川原市旭町7 34-3000 

11/8 日 永田小児科内科医院 五所ii源市吹畑字藤巻113 34-5611 

11/15 日 骸普賭科クリニ7ク 五所川原市鎌谷町1徴-3 35-8250 

※注 1．対応時間（電話で確認してから）9:00---17:00。 

2．その他、消防署（救急病院案内費34 -4999) 

で紹介します。 

’二 	 一， 

に勲愛・ズ‘ 

護ー私の健康づく讐聾 
' - -『 j証証誌三三三三三三い；、ー 

育児は楽しい！ 
鳴 海 圭キ勇さん（28) 

蘇 手さん（30) 
彰 花ちゃん（ 4 カ月） 

＝大町＝ 

今回は、市の 「おなかの中の赤ちゃんと楽

しむマタニティ教室」 に参加された鳴海さん

ご夫婦と、長女の彩花ちゃんを紹介します。 

おかあさんは妊娠2 カ月の時からだがむく

み妊娠中毒症の疑いで検査入院しました。 検

査の結果 「異常なし」 と診断されましたが、 

それからはしょっぱ口だった食事に気をつけ

うす味を心がけ何でも食べるようにしたそう

です。 また、市のマタニティ教室にも積極的

に参加して安産のための妊娠中の過ごし方や

食事などを勉強し、無理しない程度に運動し 

ー たのが安産につながったかなと妊娠中を振り 

ー 返ってくれました。 

その甲斐あって彩花ちゃんは、 6月23日に 

3, 082gで無事に生まれ、すくすくと大きくな

っています。 

最初の1カ月位は育児も手探り状態で、彩

花ちゃんが咳をしても汗をかいても心配だっ

たおかあさんも、今は旦那さまの協力やご両

親、友人に相談することで、育児も楽しめる

ようになり、毎日が充実しているそうです。 

彩花ちゃんをお屈し呂に入れるのは、マタニテ

ィ教室で一緒にお風呂の入れ方を勉強したお

父さんの担当です。 

育児を楽しむコツは 「考えすぎずに気楽に

やる事かな。 夫の協力があるからこそ育児に

も余裕が出てきたし、 とても感謝している」 

と笑顔で応えてくれました。 

将来は 「素直で明るく、自分の責任を持て

る子になってほしい」 とは 2 人の希望。 彩花

ちゃん、元気で大きくなってね。 
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